
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度  事 業 報 告 書

特定基卿 !!塑里堕塁里盤憂劃L二重哀

1 事業の成果

旧藤倉小学校の修復工事がほぼ終了した令和 4年度は、農林水産省の交付金を受け3年間準備してき

た農泊事業運営をスター トさせる年となりました。これまでボランティア活動を中心に運営してきた

NPOですが、農泊収入を得ることによつて組織としての持続性を確立し、地域活性化に寄与していくこ

とが目的です。

農泊事業の中の「宿泊及び日帰り利用」に関しては、宿泊約款をはじめとした貸出ルール制定、スタッ

フの運営マニュアルづくりなどの準備を進め、8月 ごろから少しずつお客様を迎えるようになりました。

「体験プログラム」に関しては、これまでの農や食文化活動経験を生かしたプログラムを、一般向けに再

構成し実施しました。最初は集客が難しかったものの広報に力をいれることによつて、徐々にお客様が

増えてきました。「飲食」に関しては、9月 28日 に飲食業の認可を受けることが出来、10月 以降、地場

資源を生かした商品の製造提供を行いました。この 1年は、全体としては、想定した農泊収入を生み出

すには程遠い結果でしたが、今後事業を継続していくために多くの経験を積むことができました。

ボランティア事業としては、前年度に引き続き「斜面畑再生プロジェクト」や「校舎修復 DIY」 「周辺

清掃活動」などを実施しましたが、農泊運営スター ト作業に時間を取られてしまったため、今までと比ベ

ると低調でした。ボランティア活動と農泊運営をどのように組み合わせて NPO活動を展開するか、そ

の中で NPOの ミッションをどのように実現させていくかが、今後の課題として残りました。

① 檜原村および周辺地域に関する調査研究

藤倉校舎周辺でプログラム展開をするための調査を行いました。

② 檜原村及び周辺地域の伝統的生活文化に関する教育事業

地域の伝統的な農業や食文化の体験プログラムを、体験宿泊施設「藤倉校舎」を利用する団体に対し

て提供しました。また、年度の後半からは、一般市民を対象に「農と食のワークショップ」というタイ

トルで、循環型の伝統的里山の暮らしを学ぶプログラムを7回実施しました。

③ 檜原村及び周辺地域に関する環境教育事業

斜面畑を再生させながら農業生産を行うボランティア活動「斜面畑再生プロジェクト」を継続すると

ともに、杉並区環境活動推進センターの依頼で杉並区民向けの環境教育プログラムに協力しました。

また地域環境や歴史を歩きながら学ぶ「古道ハイク」のプログラムを立ち上げました。

④ 廃校 (旧藤倉小学校)の活用運営と維持管理

旧藤倉小学校の校舎の修復が概ね終わったところで、地元の方々や関係者に来ていただきお披露目の

会を実施しました。8月 以降は、実際にお客様を受け入れる運営をスター トさせました。ボランティア

によるDIY活動は、テーブルの制作などが年間を通して続けられました。



⑤ 都市山村交流事業

都市の人たちの山村の暮らしについての理解が深まるように、施設の廊下の壁に昔の小学校の写真を

展示しました。ハイキング帰りなどで立ち寄る人も多く、学校の歴史や写真についての解説などをして

います。また住民の人たち同士、住民と街の人たちとの交流の場としてカフェをオープンしました。

⑥ 観光振興のための事業

農泊推進のために、農林水産省が提供している農泊研修プログラムなどをスタッフが受講をしまし

た。また、経験のある専門家から自然環境を生かしたプログラム作りについてのア ドバイスを受けま

した。

⑦地場資源活用事業

POの斜面畑再生活動から生まれた作物 (小麦・雑穀など)を活用する商品を開発し、コミュニティ

ーカフェや、施設利用者に販売しました。

③情報発信に関する事業

新ホームページ制作を続けると共に、1日 ホームページや FBページでの活動紹介をしました。また 10月 に

は、藤倉校舎の案内チラシを作成しました。

⑦ その他目的を達成するために必要な事業

地域の自然や生活文化の保全再生への協力は、当NPOの 目的の1つであり、地元 (藤倉地区)から要請の

ある活動に関しては、可能な限り協力しました。2020年 より小沢地区の畑で研究を続けている京都大学地

球環境学合の活動も引き続きサポートしています。



2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【4,359】 千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千 円)

檜原村および周辺

地域に関する調

査・研究

観光資源調査 11月 16日
檜原村
藤倉

3人 関心
ある人

不特定
多数

0

伝統的生活文

化に関する教

育事業

里山料理教室
5月 ～ 9月

(6回 )

藤倉
校舎

4人 関心
ある人

61人

132
農と食の

ワークショップ
11～ 3月

(7回 )

藤倉
校舎

4人 関心あ
る人

34人

檜原村及び周

辺地域に関す

る環境教育事

業

斜面畑再生プロジェク
ト (小沢・藤倉)

通年 56

日
檜原村 2人 関心

ある人
126人

51
杉並区環境活動推進セ

ンター事業
11月 25日

11月 27日

檜原村

及び

杉並区

2人 杉並

区民
21人

石積み学校
10月 15日

16日

檜原村
藤倉

4人 関心の

ある人
11人

古道ハイク 3月 21日
檜原村
藤倉

3人 関心あ

る人
7人

廃校の活用運

営と維持管理

旧藤倉小学校校舎
ボランティア改修 DIY

通年

(全 71日 )

檜原村
藤倉

4人 施設

利用者
不特定
多数

3974藤倉校舎見学会
4月 24日

5月 22日

檜原村
藤倉

5人 地元の

人など
12人

藤倉校舎施設貸出
8月 ～

3月

檜原村
藤倉

4人 施設
利用者

165人

都市山村交流

事業

施設見学案内 開館 日
檜原村
藤倉

4人 関心
ある人

不特定
多数

11旧小学校の写真展示 開館 日
檜原村
藤倉

5人 関心
ある人

不特定
多数

コミュニティ一ヽカフェ 10～ 11月
檜原村
藤倉

3人 関心
ある人

39人

観光振興のた

めの事業
スタッフ研修 11～ 3月

石川県
他

3人 関心あ

る人
不特定
多数

10

地場資源活用

事業

斜面畑収穫物の

商品開発

10月 ～3

月

檜原村
藤倉

2人 関心あ
る人

不特定
多数

173

情報発信に関

する事業

ホームページ及びフェ
ースブックによる活動

情報提供
通年 檜原村 2人 関心の

ある人
不特定
多数

7

その他 目的を

達成するため

に必要な事業

相談業務 通年 檜原村 1人 関心の

ある人
3人 0



警式第 13号 (法第 28条関係)

(1)人件費

役員報酬

事 業 報 告 用

令和4年度 活動計算書 (その他事業が上登場合)

特定非営利活動法人さとやま学校・東京

2

科 ヨ 金  額 小計・ 合計

48,000

24000

27,000

99.000

174,444

174_444

157.600

01,046

327,400

14,100

58,900

0

639,646

1,942

25

1_967

経 常 収 益 計

【A】 経 常 収 益

(2)その他経費

諸 謝 金

印刷製本費(事業)

旅費交通費(事業)

通信運搬費(事業)

消耗品 ]取事業)

原材料(事業)

事務用品費(事業)

修 繕 費(事業〕

地代 家賃(事業)

減価償却費(事業)

保 険 料(事業)

諸 会 費(事業)

支払手数料(事業)

雑  費(事業)

外注費(事業)

3.058

4,674

70,796

8,664

683,984

73,345

8,153

70,000

10,000

2.480,466

495

3,000

21,105

890

915,420

4,359,

(1)人
給料手当

役員報酬

回口

0



通信運搬費

消耗品 費

事務用品費

水道光熱費

地代 家賃

保 険 料

支払手数料

支払寄付金

支払 利息

雑  費

76,133

7.618

8,016

159,319

300,000

41,380

2,915

10,000

128,162

1,422

735,465

(2)

5.095.015

当 期 経 常 増 減 額 【A】 ― 【B】 ・ … ① -4179958

【D】 経 常 外 費 用

『

~~口1~~~~~1~1~~口~~1~~口1~~~~~~~~~~~~~“ '~~由~~~~~'口~~“~~~~~~~~~~~由 ~~“~‐

:

L___________________
隅 営 外 Π 口 計

ｎ

Ｖ

当 期 経 常 外 増 滅 績 【C】 ― 【D】 ・・・②

l 前 当 期 正 嗅 財 産 増 減 額 0+②  ・・・0 -4 179 958

法人税、住民税及び事業税 ④ 0

16.709.145

12.529.187



書式第 15号 (法第 28条関係)

令和 4年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人さとやま

科 目 金   額 小計・合計

35,467,315

(2)無形固定資産

(3)投資その他の資産

A の

1

2

(現金 。預金)

小口現金

普通預金

立替金

38,996

1,162,204

331

(1)有形固定資産

建物

【A】 資 産 合 計 ①+②

4,301440

2,352,850

664,209

7.318,499

17,000,000

0

17,000,000

【B-1

負 債 合 計 0+④ 24.318.499

16709145
-4179958

【B-2

正 味 財 12=529,187

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 36,347.686

短期借入金

預 り金

未払金

長期借入金

退職給付引当金

2



令和4年度 計算書類の注記

輸壼非営利活動盛大 きとや壼学
"・

重要な会計方針

計算書類の作成は、PO法人会計基準によっています。

(1)枷卸資産の評価基準及び評価方法

令和5年 3月 31日現在、棚卸資産はありません。

(2)固定資産の減価償却の方法

有形固定資産は法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています

(3)引当金の計上基準

令和5年3月 31日 現在、主な引当金の計上はありません。

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

令和5年 3月 31日 現在、施設の提供等の物的サービスの提供はありません。

(5)ポランティアによる役務の提供
特に会計上の処理や財務諸表への表示は行わない

(6)消費税等の会計処理

消費税は税込方式で処理しています。

2. 事業別損益の状況

科 目
地域調査研究

事業
巨
=EE□

亜コ巨亜 □園翫I瑠
日関

14,100

|

事業部門計 ロヨロ 合計

99ρ00

174,444

0

039,046

0

I 経常収益
1・ 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益

経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費

諸 謝 金

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品 費

原材料

事務用品費

修 繕 費

地代 家賃

滅価償却費

保 険 料

諸 会 費

支払寄付金

支払寄付金

雑  費

外注費

水道光熱費

支払利息

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

157,000 81,040 327,400

0

0

0

0
",9∞

0 039,640

99,000

174,444

:,967

157.600 81_646 327.400 141m 275.411

0 0 0 0 0

3,058

4,074

60,800

507,085

0,522

70,OЮ0

2448,216

9,996

1.540

10,508

54,186

19,542

12,867

1,031

10,882

lQαЮ

495

3,OЮЮ

82070

58,250 857.170

0

0

0 0 0

120,907

11,792

32,250

3p58

4,074

7Q790

■664

683,984

78,845

a153

70,GЮ

lQⅨЮ

a48Q460

495

■000

0

890

3058
4,674

70,796

84,797

691,602

78,845

10,169

70,(X〕0

310,000

2,480,466

42,75

3,α〕0

10,000

2,312

0

915420

159β 19

128,162

7,124 70,133

7.618

■016

よЮ,000

41,製Ю

10000

1,422

915,420

159,319

12■ 162

173949 7.289 4.359_550 735_465 5,095015

4.

3. 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

日 回 輛 口

事特になし

使途等が01約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳(正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産のうち0円 は、下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約されていない正味財産は全二です。

曖Tヨ |,:日
「

T¬ FFF三lT] | 【111邑 :ヨ



固定資産の増減内訳

借入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内審

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理費の技分方法

事業費と管理費に按分する経費はありません。

その他の事業に係る責産の状況

その他の事業に係る資産はありません。

Lコ |≡ | 「FET洒■扁¬
「

7】 FF可羽
「

臨T¬国 【コ 日]卍西ヨロ LI:EH「 IIIF下¬

31,23■265
-1,990,650

9,329,499

-655,577

211,090

-1,843,068

-605148

-322∞

-3,339,724

-1,20Q725

-32,250

27.398,541

8,6■ 774

178,340

―,4メ M〕480 -513,n00 ■i nan 155

□日

什器備品

日覆正Iコ

科 目 :子I:ョET■ EITr:ラ■ E5¬
「

下:ヨ

「
:園雇Tヨ

役員

多庫信用金庫

長期借入金

役員

多庫信用金庫

科 目
計算書類に計

上された金輌 轟者 との取 ■l

内役員及び近

(貸借対照表)

未払金

短期借入金

長期借入金
藉 り◆

664,209

4,301,440

17,∝Ю,000

,35,500

52●101

4.301,300

■000,000

日 IEI正調 24.31■ 149 12178,901



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 4年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人さとやま学校・東京

科 目 金  額 小  計 合  計

A

1

2

の 部

(2)無形固定費産

(3)投資その他の資産

現金預金

小口現金

普通 預金

多摩信用金庫

ゆうちょ銀行2

ゆうちょ銀行 1

みずほ銀行

銀行普通預金

(その他の流動資産)

立替金

(1)有形固定資産

建物

什器備品

38。996

1,162.204

く392,414〉

く121,705〉

く392,414〉

く51,929〉

331

1,201,200

1.201.531

331

35,467,315

178,84Ю

35,646,155

０

０

０

０

36,847,686

【A】 資 産 合 計 ①+②

664,209

4,301,440

0

2,352,850

7.318.499

12,000,000

5,000,000

17,000,000

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 24.318,499

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 12,529,187

未払金

預り金

短期借入金

役員借入金

多摩信用金庫

2

長期僣入金

多摩信用金庫

役員僣入金



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動法人 さとやま学校・東京

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

〈〕
。監事

カワカミレイコ 令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年:  月   日川上玲子

つ

“ <〕
。監事

イワツキカズ トシ 令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日岩月一敏

3 4Э
。監事

ヤスダハルフミ
令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年

年

月   日

月   日安田治文

4 ヨЭ。監事
ヒラノキヨシ 令和4年 4月 1日

令和 5年 3月 31日

年 月

月

日

日年平野喜好

5 理事。誕ラ
スギタクヤ 令和 4年 7月 25日

令和 5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日杉拓也



書式第 4号 (法第 10条 0第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿

令和 5年  3月  31日 現在

特定非営利活動法人 さとやま学校 0東京

氏   名

1 岩月 一敏

2 安田 治文

3 川上 玲子

4 平野 喜好

5 黒江 昇三

6 杉 拓也

7 佐々木 智子

8 大谷 典之

9 菅原 初芽

10 長内 曹


